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る， (ii) 高面圧で軸受油膜に逆流が発生する場合にも理論解析は可能である， (ii )軸表面の温度境界条件









に積分したエネルギ式と Ng と Pan による線型乱流潤滑理論に立脚し， Hot Oil が軸受内部で再循環
する過程を考慮している。
直径45cmの大形スリープ軸受の温度分布と摩擦損失に関する実測データおよび公表された文献のデ
ータと解析値とを比較し，本解析法が高周速の乱流域において適切であることを確認している。
第 7 章は本論文の総括である。
論文の審査結果の要旨
大形回転機械のすべり軸受は高速化・高荷重化の傾向にあり，その設計にあたっては油膜厚さ，軸
受温度s 軸受の摩擦損失，油膜の動特性などの軸受特性に留意する必要がある。
本論文はジャーナルすべり軸受の諸特性を理論的，実験的に研究したもので，主な成果を要約する
と次の通りである。
(1) 油膜の逆流は一般に軸受の温度上昇が問題となる高荷重の条件で発生するが，逆流条件下にも適
用でき，かつ層流および乱流の両方の流れに適用できる熱流体潤滑理論を提示し，実験によりその
妥当性を確かめている。
(2) ジャーナルすべり軸受における潤滑油の再循環を考慮した高周速軸受特性解析法を提示し，実際
の軸受温度や損失などの推定を可能にしている。
(3) 軸受油膜の動特性として弾性係数と減衰係数を種々の軸受形状に対して与え，軸受一回転体系の
振動特性を評価するための設計データを提供している。
以上のように本論文は高速化・高荷重化の傾向にあるジャーナルすべり軸受の諸特性に関して多く
の新知見を得るとともに軸受設計の基礎となる熱流体潤滑理論を提示しており 工学上重要な貢献を
なすものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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